
決算書掲載頁　P237

内
訳

市内の生涯学習・社会教育に関わるミュージアム施設等の相互の連携を深め、それぞれの施設がもつ魅力や社会貢献
活動を通じて、新たな学習や体験機会を創出することにより、市民の生涯学習や教育の発展、施設の活性化、さらには
地域振興を図る。

広報活動をより積極的に行い、事業を継続する。
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事業： ミュージアム施設等ネットワーク事業 1269

04

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第3章

目

的

総
合
評
価

妥当性

効率性

有効性

施策に対する
事業貢献度

根

拠

B

各種イベントに出展することによるＰＲ活動や各小学校や幼稚園に学習プログラムに
よる学習機会や体験の場を提供した。A

各種イベントに出展することによるＰＲ活動や
各小学校や幼稚園に学習プログラムによる学
習機会や体験の場を提供することができた。
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各種イベント等へのミュージパークネットとして参加する。
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市内の生涯学習・社会教育に関わるミュージアム施設等の相互の連携を深め、それぞれの施設がもつ魅力や社会貢献
活動を通じて、新たな学習や体験機会を創出することにより、市民の生涯学習や教育の発展、施設の活性化、さらには
地域振興を図る。
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河内長野市民

広報活動をより積極的に行い、事業を継続する。
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・市内の生涯学習・社会教育に関わるミュージアム施設の連携の強化
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事業：ミュージアム施設等ネットワーク事業              

市内の生涯学習・社会教育に関わるミュージアム施設等で構成される「河内長野ミュージパークネット」に支援

を行うことにより、各施設間の相互の連携及び新たな学習や体験機会の創出を推進した。 

 

 

 

細事業：ミュージアム施設等ネットワーク事業                           

１．宣伝・広報のための事業 

 各種フェアー等へ出展参加し、ミュージパークネットを広くＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．生涯学習や社会教育の推進に資する事業 

 (1) 学習プログラムの提供 

ミュージパークネットの施設が有する資源を活用して、学校と連携した取り組みにより、子どもたちに体験

と学びの機会を提供した。（参加校園数 １４校園 延べ参加人数 １９９３人） 

  

(2) 花フェスタⅢへの参加 

  市文化連盟主催の花フェスタへ協力・参加し、ミュージパークネットをＰＲした。 

 

 

  

市民まつり ECO FESTA 奥河内フェスティバル 


